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豆類らけの栽培と

L Pコートの施用

1.はじめに

急速に伸びつつある豆類の産地の中で，生産安定と増

収を目ざして多くの課題ととりくんでいるが，施肥につ

いても重要事項であり， LPコートについて，ここ 1年

とりくんできて一応の目やすを得たので、感想を述べる。

使用した肥料はLPコート 140日夕イプと，県経済連

の配合肥料BB222である。

配合肥料88222について

全チッソ アンモニア態緩効性加里苦土

12 2 10 12 2.5 

(チッソのうち83%までが，遅ぎきのiLP140日夕イ

プ使用〉

供試方法，篤農家に配付使用してもらい，観察，聞と

りによる方法で，効果確認に代えた。

2. 動機

産地のえんどう類について，ハウスでは長期 1作型，

短期2作型があり，露地では防霜施設型と普通露地栽培

があるが，いずれの作型も初秋の高温期から春作までの

栽培となるため，途中施肥によるトラブルが，生産を左

右する場合が多い。

1) 課題

イ〉元肥のやりすぎによる発芽障害

ロ〉開花前や追肥おくれによる草勢の乱れ

ノ、〉追肥の回数が多く肥料障害がある。

二〉肥効が持続せず収穫量に波がでる。

ホ〉施肥位置〈追肥〉が通路となり，肥効が悪、く，

作業がしにくい。

鹿児島県指宿農業改良普及所

加治屋 薫

2) 地域作物の概要

イ〉ハウスキヌサヤ は種8月 10日，収穫 10下~

3下3 収量1500kg，品種おおすみ 2号。

ロ〉ハウス実えんどう は種9月5日，収穫11下~

2下，収量1500kg，品種グリントップ。

ハ〉露地実えんどう は種 10~}J 10日，収穫 2下~

中，収量1000kg，品種グリントップ。

3. 施肥改善

1) 慣行(基準〉

肥料名 元肥追肥 成分

有機えんどう 600 80kg 20 ~4.8 C1L11.2) 

苦土重!焼リン 20 P18 

~ ~K 2 号 LlOC 2回)K16.4 
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2) ハウス実えんどう(試行〉

有機えんどう 600 50kg 

LPコート 140日 20 なし

P K 化成 40

3) 露地実えんどう(試行〉

N3.56 (T8) 

P13 

K13 

5) 抑制グラジオラス 球根植付 9月10日，収穫11月

20 日 ~12月 20 日，草丈100cmで揃いがよい。 70万円/

10アーノレ，慣行90~100cm60万円/10アーノレ

慣行施肥，有機化成20kg，ヨーリン20kg，硫加燐

安48号20kg，追肥，硫加燐安48号40kg(2回〉

試行区，上記の元肥+LP140日20kg

6)露以上のほか露地実えんどう 7戸に実証中

N3.24 (T14.4) 

P14.4 

K14.4 

石灰はいずれも120kg/10アール 6. まとめ

豆類の草勢を長期に維持するため，初期のチッソ分を

4 kg以下にし，根癌菌を活性化し， L P~140 日の緩効性 9月の残暑の厳しい時期から春先まで，肥効を持続さ

を使い，追肥を省いて，肥効を持続させることをねらい せることは，温度，降雨など肥料流亡の多い時期だけに

とした。 生育が目にみえてよし、。

1) えんどう類では条施するため，濃度障害を出しゃ

4. 施肥法 すいが， LPコートでは，この心配がない。

2) 初期からかなりの肥効を示すため，農家の満足感

肥料を深く入れるため，培土板で溝を切り，肥料を入 が得られ(追肥の必要を認めない〉

れ，管理機でかくはんし，畦立て，白黒ダブルマルチを 3) 慣行の追肥による肥料いたみがなく，土寄作業を

した。 しないことから，根いたみがなく，摘芯の時j明まで

B B 222 120 なし

草勢が保たれるため，サヤつきがダブル:で、増収す

5. 効果(実績〉

1) ハウスキヌサヤ は種9月15日，収穫11月28日~

る。

4) 草勢に変化がすくないため，樹勢が若々しく，病

害に対する抵抗性がある。

2月 2日， 957kg/10アール，対照区に対し 2割増収

あと作スイカ (2月10日植〉 農家の意見

2) ハウスキヌサヤ は種 9月5日，収穫10月30日~

2月10日， 1500kg/10アール，草丈 150cm， 3割増 1) 元肥の量が慣行に比べ多いため，満足感〈反面心

収，年内の収量が多く，草勢がつよく，開花，収量 配〉がある。肥効には満足している。肥料が石灰と

が多かった。あと作スイカ (2月中旬) B B 222だけになれ仕事が早い。

3) ハウス実えんどう は種9月5日，収穫11月初日 2) 追肥の必要がなく，手聞がはぶけてありがたい。

~2 月 20 日(予定) 600kg+ (1000kg)，慣行区は追 3) 草丈・生育がよくそろう。最後まで葉色が濃く収

肥硫安40kg(2回)，液肥500倍， 500 g (2回〉行っ 量が多く耐病性もある。品質がよい。

た。後半LP区に肥料不足がみられたが，生育，収 4) えんどうに対する BB 222 120 kgは多すぎ、るので

量に差を認めなかった。 100kgがよいのではないか。

4) ハウス実えんどう は種9月10日，収穫11月30日

~2 月 15 日(予定) 1500十 (200)kg，収穫段数18段， 以上のような意見が出たが更に今後，施肥法や施肥量

2割増収，あと作スイートコーン。 を検討し， BB肥料の定着をはかりたい。


